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本
学
五
十
四
回
卒
で
名
誉

博
士
の
村
上
一
枝
先
生
は
、

こ
の
ほ
ど
「
山
上
の
光
賞
」

を
受
賞
し
た
。
授
賞
式
は
六

月
八
日
に
東
京
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
、
中
原
泉
学
長

が
参
列
し
た
。

　「
山
上
の
光
賞
」
は
、
日

本
の
広
範
な
健
康
・
医
療
分

野
に
お
い
て
活
躍
し
、
よ
り

よ
い
社
会
を
築
く
こ
と
に
貢

献
し
て
い
る
七
十
五
歳
以
上

の
功
労
者
を
顕
彰
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。
二
〇
一
五

年
に
設
け
ら
れ
、
本
年
で
三

回
目
と
な
る
同
賞
は
、
日
本

病
院
会
、
全
日
本
病
院
協

会
、
地
域
医
療
振
興
協
会
、

セ
ル
ジ
ー
ン
株
式
会
社
が
共

催
し
て
い
る
。
今
回
は
鴨
井

久
一
名
誉
教
授
が
、
村
上
先

生
の
推
薦
者
と
な
っ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
門
で
受
賞
し
た
村
上
先
生

は
、
一
九
八
九
年
に
西
ア
フ

リ
カ
で
活
動
す
る
日
本
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
参
加
し
、

現
在
は
「
カ
ラ
西
ア
フ
リ
カ

農
村
自
立
協
力
会
」
の
代
表

を
務
め
て
い
る
。

　
村
上
先
生
は
マ
リ
共
和
国

で
、
独
自
の
支
援
活
動
を
開

始
し
た
。
そ
れ
は
、「
人
に
頼

ら
な
い
で
、
自
分
の
力
で
健

康
に
生
き
て
い
く
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
地
域
密
着
型
の
支

援
で
あ
る
。
井
戸
掘
り
か
ら

は
じ
ま
り
、
栄
養
源
と
な
る

野
菜
栽
培
、
植
林
活
動
、
教

育
の
普
及
や
女
性
に
適
し
た

技
術
の
指
導
を
行
い
、
女
性

の
収
入
獲
得
を
実
践
し
た
。

マ
リ
共
和
国
で
は
、
村
上
先

生
ら
の
活
動
に
よ
り
、
女
性

識
字
教
師
、
助
産
師
や
女
性

保
健
普
及
員
が
誕
生
し
た
。

健康・医療分野等で活躍するシニアを顕彰する
「山上の光賞」第3回授賞式は、パレスホテルで
催された。写真中央は、村上先生、右は中原学長

瀟洒なデザインの110周年記念誌

　
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
で

は
、
五
月
に
『
日
本
歯
科
大

学
創
立
110
周
年
―
新
た
な
る

序
章
・
中
原
市
五
郎
先
生
生

誕
150
周
年
と
と
も
に
』
を
刊

行
し
、
校
友
会
員
や
関
係
各

機
関
に
配
布
し
た
。

　
同
書
は
校
友
会
記
念
誌
編

纂
委
員
会（
倉
治
隆
委
員
長
）

が
、
一
昨
年
よ
り
編
纂
事
業

に
着
手
し
、
こ
の
た
び
上
梓

し
た
。
本
学
創
立
一
〇
〇
周

年
以
降
の
十
年
間
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
、
本
学
の
現
況
、
都
道

府
県
・
学
内
校
友
会
の
活
動

報
告
、
昨
年
挙
行
さ
れ
た
創

立
一
一
〇
周
年
記
念
全
国
校

友
大
会
の
記
事
や

写
真
な
ど
を
満
載

し
た
。
Ａ
４
判

一
六
〇
ペ
ー
ジ

で
、
純
白
の
表
紙

に
刻
ま
れ
た
十
一

本
の
半
円
は
、
本

学
一
一
〇
年
の
軌

跡
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
昭
和
三
十
九
年
制
作

の
45
回
転
レ
コ
ー
ド
に
収
録

さ
れ
た
、
本
学
男
声
合
唱
団

に
よ
る
校
歌
・
応
援
歌
・
寮

歌
を
、
最
新
の
技
術
で
復
元

し
た
Ｃ
Ｄ
も
同
時
に
配
布
し

た
。

　
創
立
一
一
一
周
年
記
念
式

典
祝
賀
会
は
、
午
後
一
時
よ

り
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
中
原
泉
理
事
長
・
学

長
が
挨
拶
に
立
ち
、
続
い
て

近
藤
勝
洪
校
友
会
長
は
、
母

校
の
益
々
の
発
展
と
参
会
者

の
健
勝
を
祈
念
す
る
と
述

べ
、
乾
杯
の
言
葉
と
し
た
。

次
い
で
名
誉
会
員
の
朝
比

奈
敏
行
先
生
（
三
十
七
回

卒
）
と
、
光
安
一
夫
先
生

（
四
十
七
回
卒
）
が
紹
介
さ

れ
た
。

　
歓
談
の
つ
づ
く
な
か
、

五
十
六
回
卒
の
町
田
裕
子
先

生
か
ら
、
ご
尊
父
の
町
田
忠

正
先
生
（
二
十
五
回
卒
）
撮

影
の
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
ム

が
中
原
学
長
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
五
十
六
回
卒
、
東
京
・
新

潟
の
八
十
一
回
卒
の
各
ク
ラ

ス
の
代
表
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
思
い
出
話
や
謝
辞
が
あ

り
、
沼
部
幸
博
法
人
理
事

（
生
命
歯
学
部
教
授
）
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
た
。
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校
歌
・
応
援
歌
・
寮
歌
の
Ｃ
Ｄ

記念式典には特別参列制度（ジュビリー５０２５）により56回卒

の37名、81回卒の東京校20名、新潟校27名の84名が参列した。
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111周年を祝う！乾杯の発声は近藤校友会長

△級友たちとの歓談の輪が広がる▽

△閉会の辞を述べる沼部教授

△�『考証中原市五郎史伝』を紹介する
藤井重壽校友会副会長（右）

▽25回卒の学生時代の写真アルバムを手渡す町田裕子先生

中原理事長・学長の挨拶

校友会名誉会員の朝比奈（右）、光安両先生



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （４）第６４５号２０１７年（平成２９年）７月３０日

「Foreign Affairs」本学を紹介
世界で最も権威ある米国国際誌

　
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
は
、
去
る

五
月
二
十
七
日
に
総
会
を
開
催
し
、

近
藤
勝
洪
現
会
長
を
再
任
し
た
。
近

藤
会
長
は
、
昭
和
四
十
年
本
学
卒
業

（
第
五
十
四
回
卒
）。
平
成
二
十
三

年
（
二
〇
一
一
）
か
ら
校
友
会
長
を

務
め
る
。

　
日
本
歯
科
大
学
歯
学
会
は
、
六

月
三
日
に
総
会
を
開
催
し
、
新
潟

生
命
歯
学
部
歯
科
補
綴
学
第
二
講

座
の
渡
邉
文
彦
教
授
を
会
長
に
選

任
し
た
。
渡
邉
新
会
長
は
、
昭
和

五
十
二
年
本
学
卒
業
（
第
六
十
六
回

卒
）。
同
年
六
月
、
新
潟
歯
学
部
歯

科
補
綴
学
教
室
第
二
講
座
助
手
、
講

師
、
助
教
授
を
経
て
、
平
成
十
一
年

（
一
九
九
九
）教
授
に
就
任
。歯
学
会

で
は
、
理
事
、
副
会
長
を
歴
任
し
た
。

校
友
会
会
長
に
近
藤
先
生
再
任

歯
学
会
会
長
に
渡
邉
教
授
新
任渡邉歯学会会長　 近藤校友会会長

賞状を手にする坂元非常勤歯科医師
掲載されたForeign Affairs 96(4) 
July/August 2017の表紙

　
医
学
の
先
駆
者
に

　
　
　
　
　
と
ど
ま
ら
ず

　

日

本

歯

科

大

学

は

一
九
〇
七
年
、
中
原
市
五
郎

博
士
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
再

生
医
療
の
分
野
に
お
け
る
先

駆
者
と
し
て
の
名
声
を
確
立

し
て
き
た
。
日

本
歯
科
大
学
は

二
〇
一
六
年
、

創
立
一
一
〇
周

年
を
祝
い
、
医

学
の
最
大
の
課

題
、

す

な

わ

ち
、
い
か
に
人

体
の
各
部
を
再

生
す
る
か
と
い

う
課
題
に
挑
む

こ
と
で
、
次
の

世
紀
に
目
を
向
け
て
い
る
。

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
数

が
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
は

人
口
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
な
か
で
、
日
本
で
は
老
年

医
学
の
重
要
性
が
増
し
て
き

て
い
る
。
そ
の
人
口
統
計
上

の
課
題
よ
り
前
に
、
高
齢
者

に
対
す
る
歯
科
治
療
数
、
特

に
歯
周
病
と
む
し
歯
の
治
療

数
は
毎
年
増
加
し
て
き
て
い

る
。

　「
二
年
前
、
日
本
歯
科
大

学
は
世
界
初
の
歯
の
細
胞
バ

ン
ク
を
設
立
し
た
。
様
々
な

疾
病
の
治
療
の
た
め
に
、
乳

歯
由
来
の
幹
細
胞
を
活
用
す

る
こ
と
に
は
大
き
な
可
能
性

が
あ
る
と
、
私
た
ち
は
考
え

て
い
る
。
各
国
は
人
口
統
計

の
急
速
な
変
化
に
直
面
し
て

お
り
、
再
生
医
療
は
生
活
の

質
を
維
持
す
る
た
め
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ

う
」
と
中
原
泉
学
長
は
説
明

し
た
。

　
日
本
歯
科
大
学
は
日
本
最

大
の
歯
科
大
学
で
、
二
千
人

を
超
す
学
生
、
千
人
を
超
す

教
職
員
を
有
し
、
卒
業
生
は

二
万
人
を
超
え
る
。
ま
た
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
、
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
、
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
大
学
、
パ
リ
大
学
、
タ
イ

の
マ
ヒ
ド
ン
大
学
等
と
の
提

携
な
ど
、
い
く
つ
も
の
国
際

的
な
連
携
を
築
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
中
原
は
、
単
に

医
学
の
先
駆
者
で
あ
る
こ
と

に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
大
き

な
使
命
を
も
見
据
え
て
い

る
。
日
本
歯
科
大
学
は
世
界

最
大
の
歯
科
大
学
で
あ
り
、

ま
た
再
生
医
療
の
分
野
を
発

展
さ
せ
て
い
る
中
で
、
社
会

に
対
す
る
自
ら
の
責
務
を
認

識
し
て
い
る
。
日
本
歯
科
大

学
は
東
京
に
多
摩
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
開
設
し
た
。
そ
こ
は
、

高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
患
者

の
口
腔
衛
生
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
造
ら
れ
た
、
日
本
で

唯
一
の
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ

る
。
日
本
歯
科
大
学
は
ま

た
、
歯
科
治
療
を
受
け
る
す

べ
を
持
た
な
い
人
々
が
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
新

潟
に
訪
問
歯
科
診
療
科
を
開

設
し
て
い
る
。

　
生
命
歯
学
の

　
　
　
　
パ
イ
オ
ニ
ア

　
日
本
歯
科
大
学
は
、
校
名

と
学
部
名
を
「
生
命
歯
学
」

と
い
う
言
葉
が
入
る
名
前
に

変
更
し
た
。
歯
科
医
学
は
生

命
体
を
学
ぶ
学
問
で
あ
り
、

歯
科
医
療
は
生
命
体
に
か
か

わ
る
医
療
で
あ

る
。

こ

の

た

め
、「
生
命
」
と

い
う
語
が
校
名

と
学
部
名
に
加

え
ら
れ
た
。
こ

れ
は
学
生
や
歯

科
医
師
を
鼓
舞

す
る
こ
と
に
役

立
ち
、
ま
た
患

者
が
歯
科
医
療

に
対
し
て
、
新

鮮
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
よ
う
働

き
か
け
る
こ
と

に
な
る
と
、
私

　
附
属
病
院
総
合
診
療
科
の

坂
元
麻
衣
子
非
常
勤
歯
科
医

師
は
、
去
る
六
月
十
日
、
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催

さ
れ
た
第
三
十
五
回
日
本
顎

咬
合
学
会
学
術
大
会
・
総
会

で
、
優
秀
発
表
者
賞
、
カ
ボ

デ
ン
タ
ル
賞
、
論
文
賞
の
三

賞
を
同
時
受
賞
し
た
。

　
優
秀
発
表
者
賞
は
第

三
十
四
回
日
本
顎
咬
合
学
会

学
術
大
会
・
総
会
で
報
告
し

た
「
咀
嚼
と
発
音
障
害
に
対

し
て
機
能
回
復
を
行
っ
た
症

例
」。

　
カ
ボ
デ
ン
タ
ル
賞
は
第

三
十
五
回
日
本
顎
咬
合
学
会

学
術
大
会
・
総
会
で
報
告
し

た
「
咬
合
支
持
域
を
喪
失
し

た
患
者
の
フ
ル
マ
ウ
ス
リ
ハ

講
　
師�

澤
田
　
幸
作

新
潟
病
院
口
腔
外
科
併
任
を

命
ず
る
（
新
潟
生
命
歯
学
部

先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
・
顎
顔

面
骨
臨
床
応
用
学
）

講
　
師�

小
林
英
三
郎

新
潟
病
院
口
腔
外
科
併
任
を

命
ず
る
（
新
潟
生
命
歯
学
部

口
腔
外
科
学
講
座
）

Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
外
来
医
長
を
命

ず
る

平
成
二
十
九
年
七
月
一
日

�

本
学

辞
　
　
令

　
姉
妹
校
で
あ
る
タ
イ
の
マ

ヒ
ド
ン
大
学
か
ら
、
三
名
の

小
児
歯
科
専
門
研
修
医
（
レ

ジ
デ
ン
ス
）
が
、
六
月
五
日

か
ら
の
二
週
間
、
新
潟
生
命

歯
学
部
小
児
歯
科
学
講
座

（
関
本
恒
夫
教
授
）
で
研
修

を
受
け
る
た
め
に
来
日
し

た
。
三
名
と
も
、
マ
ヒ
ド
ン

大
学
で
既
に
小
児
歯
科
を
研

修
中
の
女
性
歯
科
医
師
で
あ

る
。

　
日
本
で
の
小
児
歯
科
診
療

の
現
状
や
診
療
内
容
に
非
常

に
興
味
を
持
ち
、
熱
心
に
研

修
に
臨
ん
だ
。
タ
イ
で
は
、

未
だ
乳
歯
列
期
に
お
け
る
齲

蝕
罹
患
率
が
高
い
た
め
、
歯

内
療
法
や
乳
歯
冠
修
復
処
置

を
行
う
こ
と
が
多
く
、
保
隙

処
置
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い

と
の
こ
と
で
、
ク
ラ
ウ
ン

ル
ー
プ
や
可
撤
保
隙
装
置
に

関
心
を
抱
き
、
そ
の
製
作
に

も
熱
心
に
参
加
し
た
。

　
小
児
歯
科
の
研
修
以
外
で

は
、
日
本
の
文
化
に
も
興
味

が
あ
り
、
休
日
に
は
他
県
に

ま
で
足
を
延
ば
し
、
神
社
巡

り
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
タ

イ
で
は
数
年
前
か
ら
日
本
食

ブ
ー
ム
で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
が
数
多
く
で
き
て
お
り
、

彼
女
達
も
日
本
食
に
関
し
て

は
一
通
り
の
知
識
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
実
際
に
新
潟

に
来
て
味
わ
っ
た
日
本
食
は
、

タ
イ
で
食
し
て
い
た
も
の
よ

り
も
は
る
か
に
美
味
し
い
ら

し
く
、
毎
日
の
食
事
が
と
て

も
幸
せ
だ
と
話
し
て
い
た
。

　
研
修
終
了
後
、
修
了
証
の

授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
最
終

日
の
お
昼
に
は
日
本
食
の
調

理
実
習
（
た
こ
焼
き
）
も
行

い
、
最
後
の
交
流
を
楽
し
ん

だ
。
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
、

新
潟
で
の
小
児
歯
科
研
修
は

よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と

と
思
う
。

（
新
潟
生
命
歯
学
部
小
児
歯

科
学
講
座
　
黒
木
淳
子
）

小児歯科研修を終えて、関本教授たちと

マ ヒ ド ン 大 学

◇レジデンスを迎えて◇

坂
元
（
東
京
総
診

）
非
常
勤
歯
科
医
師

日
本
顎
咬
合
学
会
の
３
賞
を
受
賞

　
本
学
で
は
七
月
一
日
付
で
、

新
潟
病
院
に
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
外

来
を
開
設
し
た
。Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ

は
、M

edication-related 
O
N
J(O
steonecrosis of 

the Jaw
)

＝
「
薬
剤
関
連
顎

新
潟
病
院
に

　
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
外
来

本
学
で
は
、
こ
の
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
の
国
際
誌
『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
か

ら
取
材
を
受
け
た
。
三
月
一
日
、
新
潟
生
命
歯
学
部
に
香
港
支
局
の
Ｆ
・
パ
シ
ェ
コ

記
者
が
訪
れ
、
中
原
泉
学
長
と
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｈ
セ
ク
レ
タ
リ
ー
の
影
山
幾
男
教
授
（
新

潟
生
命
歯
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
た
。
本
学
を
紹
介

す
る
記
事
は
、
今
夏
発
行
の
同
英
文
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
米
人
識
者
に
よ
れ
ば
、
一

ペ
ー
ジ
で
も
同
誌
に
掲
載
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
特
筆
に
値
す
る
と
い
う
。
掲
載

記
事
の
和
訳
全
文
は
次
の
通
り
。

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
症
例
」。

　
論
文
賞
は
「
咀
嚼
と
発

音
障
害
に
対
し
て
機
能
回

復
を
行
っ
た
症
例
」
で
、

二
〇
一
六
年
十
月
発
行
の
日

本
顎
咬
合
学
会
誌
第
三
十
六

巻
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

た
ち
は
心
か
ら
信
じ
て
い

る
。

　
こ
の
先
駆
的
な
一
歩
が
、

歯
科
界
自
体
に
お
い
て
も
患

者
の
間
で
も
、
歯
科
に
対
す

る
意
識
を
根
本
的
に
変
え
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
　
生
命
歯

学
部
・
新
潟
生
命
歯
学
部
）

骨
壊
死
」
の
略
称
。

　
現
在
、
骨
粗
鬆
症
の
治
療

に
用
い
ら
れ
る
ビ
ス
フ
ォ
ー

ネ
ー
ト
製
剤
や
、
が
ん
治
療

薬
が
引
き
起
こ
す
顎
骨
壊
死

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
へ
の
対
応
の
た
め
Ｍ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｊ
外
来
を
設
置
し
た
。

医
長
は
、
口
腔
外
科
学
講
座

の
小
林
英
三
郎
講
師
。

新
潟
・
医
の
博
物
館
で
取
材
に

応
じ
る
中
原
学
長
（
中
央
）

フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ(F

oreig
n
 A
ffairs)

は
、

ア
メ
リ
カ
の
外
交
問
題
評
議
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）
が
発
行
す
る

外
交
・
国
際
政
治
専
門
の
隔
月
発
行
の
政
治
雑
誌
で
あ

る
。
一
九
九
二
年
に
創
刊
さ
れ
、
国
際
政
治
関
係
の
雑
誌

と
し
て
最
も
権
威
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
に

は
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
度
を
調
べ
た
世
論
調
査
で
、「
最

も
影
響
力
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
」
の
第
一
位
に
選
ば
れ
た
。

世
界
最
大
の
歯
科
大
学 

唯
一
の
生
命
歯
学
部


